
  

 

「（仮）逗子市パートナーシップ宣誓制度の創設について」に関するパブリックコメントの実施結果について 

 

ご意見をお寄せいただきありがとうございました。 

お寄せいただきましたご意見に対する市の考え方をとりまとめましたので、ここに公表いたします。 

 

１ 意見募集の期間 令和元年 12 月２日（月）から令和２年１月６日（月）まで 

２ 意見の数    ４件 

３ 意見提出人数  ４人 

４ 意見内容の概要 

区分 件数 

同性パートナー、事実婚の方々に対しそれぞれ並列ではない制度の検討を望む。 1 件 

事実婚を含むことに賛成する。 1 件 

制度名称について、「同性パートナーシップ宣誓制度」を提案する。本制度は、本来現在の法

律ではカップルと認められない人たちの運動から作られてきたのであり、そこに便乗するよう

に事実婚カップルがあるようで反対する。 

1 件 

制度実施を喜んでいる。事実婚についてもパートナーシップ制度に含んで欲しい。 1 件 

 

５ 市の対応区分 

記号 対応区分 件数 

〇 意見を反映し、素案を修正するもの  

□ 意見の趣旨や考え方が既に素案に盛り込まれているもの 1 件 

■ 意見は反映させないが、今後の事業実施時等に参考とするもの  

▲ ご意見を反映することが困難なため、素案どおりとしたもの 2 件 

◆ 今回のパブリックコメント対象外の内容であり、参考意見として扱うもの 1 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

６ 意見の内容と市の対応 

意見概要 整理番号 意見内容 採否 意見数 採否の理由 

同 性 パ ー ト ナ

ー 、 事 実 婚 の

方々に対しそれ

ぞれ並列ではな

い制度の検討を

望む。 

1 逗子市において「パートナーシップ宣誓制度の創設」

が検討されているのは素晴らしいことと思います。こ

のたびパブリックコメントを募集していると知り、き

っかけとなった「同性パートナーシップの公的承認に

ついての陳情」と、賛成多数で了承された市議会の委員

会の議事録を拝見しました。陳情は同性パートナーシ

ップの承認制度を求める内容となっていて、議会でも

同性パートナーシップについての審議がされていまし

た。 

今回出された「（仮）逗子市パートナーシップ宣誓制

度（案）」には、対象は“性的マイノリティ及び事実婚の

二人”とされています。一方で、陳情の陳情理由には「同

性パートナーシップ条例」「同性パートナーシップ宣誓

制度」が記されていました。 

パブリックコメントを求められている「（仮）逗子市

パートナーシップ宣誓制度（案）」になんとなく違和感

があり、考えました。そして、同性カップルと事実婚カ

ップルのかかえている問題の質が違うのに、対象のと

ころで“性的マイノリティ及び事実婚の二人”と並列で

書かれていることに違和感があると気づきました。 

2019 年 12 月 12 日「性同一性障害」と診断された 50

代の経済産業省職員が国に職場での処遇改善と慰謝料

を求めた訴訟の判決で、東京地裁は“トイレの利用制限

は違法”として取り消し、132万円の国家賠償を認めた

と報道されました。裁判をおこさなければならない「性

同一性障害」の方々のおかれている状況の厳しさの一

端が分かる報道でした。その方々にとってのパートナ

ーシップ宣誓制度の必要性を考えると、事実婚の方々

と法的な制度上の不利益は同じでも、偏見や差別の質

の違いからおきる精神的負担や生活上の不利益は同じ

ではないでしょう。 

 同性パートナーシップを作った行政は、行政の制度

上の問題だけでなく、その向こうにある偏見や差別も

含めて性的マイノリティの方々の人権を認めているこ

▲ 1 件 制度創設にあたり、

対象を同性間に限定

すると、トランスジ

ェンダーなど他の性

的マイノリティの

人々が本宣誓制度の

対象とならないこと

になります。 

広く多様性に配慮す

ることを念頭に、制

度設計をした結果、

性的マイノリティと

事実婚を区別するこ

となくパートナーと

して公的に認めると

しました。 



  

 

とになります。一方で事実婚を並列で記されている宣

誓制度からは、“行政の向いている方向が行政の制度上

の権利の保障のみ”の印象になってしまいます。これで

は、創設経緯に書かれている“性別に関わらず誰もがそ

の人権を保障され・・・”の文言とは、似て非なるもの

になってしまう可能性があると思います。また、陳情を

審議し、賛成多数で了承した市議会の意義も薄れてし

まいます。 

 人権が保障されるまちは、いのちが大切にされるま

ちです。市の行政がいのちを大切にする施策を積極的

に行うことは、市民を刺激し、住みよいまちの基礎とな

ると思います。是非、同性パートナーの方々に対して、

また事実婚の方々に対して、それぞれ人権が保障され

多様性を認め合いながら自由で平等な街の実現を目指

す制度となるよう、並列ではない制度のご検討をお願

いいたします。 

事実婚を含むこ

とに賛成する。 

２ パートナーシップの趣旨から事実婚を含むことに賛成

します。 

また、パートナーシップ制度を利用しているカップル

には税制上の扶養を認めるよう市として国に働き掛け

てください。 

パートナー同士がそれぞれ経済的に自立できるくらい

所得がある場合は、社会保険上と税金上はさほど不利

はないのですが、どちらかの所得が扶養の範囲内にな

ると、税は法律婚主義なため扶養に入れられず不利益

を被ります。 

また、選択的夫婦別姓を導入するよう市として国に働

き掛けてください。長年に渡り国連からも指摘されて

いる事項です。夫婦同姓を強制しているのは、世界では

日本だけとなりました。 

昨年11月5から住民票とマイナンバーカード、昨年12

月2日から運転免許証への旧姓併記が始まりましたが、

経済活動と密接な金融機関での口座開設は旧姓では難

しいことから、実効的ではないことがわかっています。 

 

◆ 1 件 税制などの法的な権

利については、今後

も当事者の立場に立

ち研究して参りま

す。 

制度名称につい 3 １、 制度の名称について ▲ 1 件 制度創設にあたり、



  

 

て、「同性パート

ナーシップ宣誓

制度」を提案す

る。本制度は、本

来現在の法律で

はカップルと認

められない人た

ちの運動から作

られてきたので

あり、そこに便

乗するように事

実婚カップルが

あるようで反対

する。 

 すでに制度を実施している自治体によって、同種の

制度の呼び名は、「同性パートナーシップ制度」、「パー

トナーシップ制度」、「パートナーシップ宣誓制度」な

ど、様々である。 

 一般的にこの制度をなんと呼ぶべきか？は、内容に

かかわるものであるから、内容について述べてからい

うことになりますが、私は、「同性パートナーシップ宣

誓制度」を提案します。 

 一昨年９月定例議会では、同性のパートナーシップ

の公的承認という陳情が了承されたものです。そもそ

もこの制度が必要とされるのは、法的な権利保障が全

くない同性カップルに対して、せめて証明書だけでも

発行しよう、ということで始まったのではないでしょ

うか？ 

 「同性パートナーシップ制度」ではなく「パートナー

シップ制度」という名称が標準化されつつあるように

思われますが（横須賀市や鎌倉市）逗子市では「同性パ

ートナーシップ宣誓制度」を要望します。 

２、 対象について 

 「性的マイノリティ及び、事実婚の二人」と規定して

いますが、この制度は、上記のようにＬＧＢＴの人たち

の要望から始まりました。事実婚まで対象にした場合、

当事者たちの生きづらさを少しでも解消して、制度を

きっかけとして性的少数者に対する市民の理解を広げ

ていくという効力が弱まってしまうと考えます。 

 本来、現在の法律ではカップルと認められない人た

ちの運動から作られてきたものであり、そこに便乗す

るように事実婚カップル（法律で認められるのに）があ

るようで私は反対です。 

対象を同性間に限定

すると、トランスジ

ェンダーなど他の性

的マイノリティの

人々が本宣誓制度の

対象とならないこと

になります。 

広く多様性に配慮す

ることを念頭に、制

度設計をした結果、

性的マイノリティと

事実婚を区別するこ

となくパートナーと

して公的に認めると

しました。 

制度実施を喜ん

でいる。事実婚

についてもパー

トナーシップ制

度に含んで欲し

い。 

4 逗子パートナーシップ宣誓制度の創設について 

やっと逗子市でも実施するんだー！！と喜んでいま

す。事実婚についてもパートナーシップ制度に含んで

いただきたくお願いいたします。 

□ 1 件 制度創設にあたり、

対象を同性間に限定

すると、トランスジ

ェンダーなど他の性

的マイノリティの

人々が本宣誓制度の

対象とならないこと



  

 

になります。 

広く多様性に配慮す

ることを念頭に、制

度設計をした結果、

性的マイノリティと

事実婚を区別するこ

となくパートナーと

して公的に認めると

しました。 

合計 ４件   ４件  

 


